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株式会社元店建設

なぜ個別コンサルティングを受けることになったか

毎年、新規学卒者の採用を行っておりますが、南魚沼市という特定の地域への就職希望者の少なさ、弊社の認知度の低さ、中小

建設業における他社との差別化のしにくさなどにより、母集団形成の難しさを痛感しています。

ついては、地方中小企業の採用に係るノウハウを学び、採用の安定化を図るため、今回の個別コンサルティングに申し込みまし

た。

現状の採用活動についてヒアリング



2022.06.17

自社の採用活動について、現状共有を実施しました

「近年、学生の採用は出来ているが、再現性のないパターンが多く、安定した採用は出来ていない。」

常務取締役の長尾様、採用担当のＹ様にご参加いただき、近年の採用状況や、現状感じている採用の課題についてお伺いをさせ

ていただきました。

南魚沼という素晴らしいロケーションを活かし、学生に興味をもってもらうために

どのような発信をしてけばよいのか、いくつか案を交えながらお話をさせていただきました。

課題の洗い出しを行い、現状の見つめ直しを行いました

募集に対するアプローチ方法について、学生への発信を行うにあたり、SNSの運用について検討を行うこととなりました。

また、その後の定着に向けた福利厚生の考え方について、お話をさせていただきました。損失補填における手当の他に独自の制

度を導入することは、社員のためだけではなく、採用のブランディング強化にも繋がります。

会社の未来を見据え、何を行っていけばよいのか、今後のコンサルティングで引き続き突き詰めてまいります。

SNSの運用とインターンシップの考え方について



2022.07.29

SNSの運用進捗について

「採用担当者個人のTwitterのアカウントを開設しました。」

TwitterやInstagram、Tiktokなど若い人の生活の一部となったSNS。

近年SNSを活用した採用活動「ソーシャルリクルーティング」が注目されています。学生や若い世代はSNSを日常的に使用して

おり、企業側も自社サイトと合わせ、求職者への情報発信やコミュニケーション手段として、多くの企業が取り入れています。

Twitterの運用は自分をどうブランディングするか、「軸」を決めることが必要です。運用にあたり、担当者Y様の“人事”と“趣

味”をキーワードにするなど、今後の方向性について、いくつかご提案をさせていただきました。

インターンシップの重要性について

学生が企業と接触するきっかけとして、インターンシップの参加が上位に挙げられており、採用活動におけるインターンシップ

の重要度が上がっています。学生はインターンシップに参加した企業から、応募する会社を決める傾向が高く、今後インターン

シップの導入は不可避と言えます。

次回より、秋～冬の実施に向けてインターンシップの設計を行うため、プログラム内容や募集方法について、検討を進めてまい

ります。

インターンシップの設計

2022.08.25

学生が求めるインターンシップとは

「９月中にインターンシップをオンラインにて開催予定。さらに応募数を増やすにはどうしたらいいか」

インターンシップサイトに情報を掲載しても、応募が十分に集まらない場合、その原因を分析し、対策をとる必要があります。

例えば、応募数が増えない場合、アクセス数に問題があるのか、応募自体が少ないのかなどどこに原因があるのかを分析し、募

集ページへのアクセス数と比較して、応募が少ない場合は掲載内容を見直すなど、応募率を高める工夫が必要となります。

また、秋冬は選考の前倒しの時期となるため、学生はインターンシップに会社理解を求める傾向があります。学生の満足度を高

めるにあたり、現場社員にも参加してもらう、フィードバックや座談会を実施するなど、実施内容について提案をさせていただ

きました。

学生との出会い方

インターンシップの集客増加のために、ダイレクトリクルーティングの活用を提案させていただきました。

ダイレクトリクルーティングは、自社の求める人物像に合わせて細かく条件抽出できるため、効率よく学生にアプローチできる



のが特徴です。自社の求める人物像にフィットする学生や、自社に興味関心が高そうな学生に絞って募集することで、よりマッ

チング率を高めることが可能となります。

応募に繋げるために

2022.09.26

ナビサイト

「ナビサイトを有効活用したい」

サイトへのアクセス数が伸び悩んでいる場合、サイト全体で起きていることなのか、自社だけの傾向なのか、原因を探すことが

大切です。

ナビサイトでは学生にダイレクトメッセージを送ることができますが、数ある企業のメッセージの中から自社のメッセージを読

んでもらうには工夫が必要です。まずはどういった学生に読んでもらいたいかの対象の選定を行います。働きやすさや、資格取

得支援、ワークライフバランスの実現など、自社へ入社したときのメリットを打ち出し、相手にとって印象に残る文章にするこ

とが大切です。

合同説明会のブース作り

応募者を増やすために、合同説明会のブースづくりについてアドバイスさせていただきました。

合同説明会ではまずブースを気にかけてもらえないと、立ち寄ってもらうことができません。

プロジェクターの位置を調節する、電気を点ける、ブースの色を統一するなど、ブースづくりにおいて工夫できることはたくさ

んあります。

またブースで担当者が座らないだけでも、立ち寄ってもらいやすくなります。

次回は、社内の課題から、採用の戦略の組み方について検討を進めてまいります。



面接やホームページの改善

2022.10.26

面接の役割

「面接回数を１回から２回に増やすことを検討している」

面接を２回行う場合は、それぞれ面接の役割を持たせる必要があります。

例えば、1回目の面接では、面接の本来の目的である求職者の見極めを行います。

2回目の面接では、企業や社員のことを知ってもらい、魅力を伝えることに注力します。

面接では、会うほど心理的な距離が縮まる単純接触効果を狙えるため、動機形成に繋がる重要な場といえます。

面接を１回で終えるデメリットや、会社の魅力の伝え方についてアドバイスさせていただきました。

ホームページの役割

会社ホームページには大きく２つの役割があります。

一つは自社の商品を知ってもらうこと、もう一つが自社に興味を持ってもらった人を応募に繋げることです。

ホームページから応募に繋げるためには事業内容を伝えるだけでなく、”人”を打ち出していくことも大切です。研修制度、社内

制度、資格奨励など、人に対しての教育面について具体例を丁寧に書いていくことで、より自社の魅力を伝えることができま

す。

ホームページの閲覧状況を確認しながら、より見てもらいやすいサイトに改善していくことが重要です。

そのほか、会社の歴史についての追記やホームページの打ち出し方についてアドバイスさせていただきました。

6
冬のインターンシップと説明会に向けた準備



2022.12.21

冬のインターンシップの目的

年が明け、学生も就職を意識しているため、これからは長期的なインターンシップよりも選考を意識したインターンシップが好

まれる傾向にあります。例えば、プログラムに自己分析や模擬面接など、時期を意識したプログラムを組み込むことも効果的で

す。社会の変化から採用活動は早期化の傾向にありますが、冬から採用活動をおこなう学生も少なくありません。時期と目的に

合わせたインターンシップを開催する必要があります。

説明会の準備について

選考活動の本格化に向けて、説明会の内容を考え始める時期となりました。オンライン説明会は多くの企業が導入を始めていま

すが、オンラインの場合、対面と比べ内容が簡略的になってしまう傾向にあります。視覚的な情報量の少なさを補うため、例え

ば社内の様子を収めたムービーを流すなど少しの工夫を施すことで、より満足感の得られる説明会になります。

　より満足度が高まるオンライン説明会の実施方法について、いくつかアドバイスをさせていただきました

consulting step 07

24卒から見る現在の就活状況



2023.02.08

ダイレクトリクルーティングの現状

　ダイレクトリクルーティングと聞くと、意識の高い学生ばかりが利用していて、地方の中小企業ではあまり効果が得られない

ように感じる企業も多いかもしれません。しかし現在、24卒の実質2人に1人はダイレクトリクルーティングに登録しており、動

き出しの遅い学生以外はほとんど登録しているとも言えます。オファーの承諾率も、ナビサイトのDM開封率に比べると非常に

高く、就活生にとって重要な活動媒体である事が窺えます。また、企業の知名度などの影響を受けることもあまりなく、学生の

プロフィールを見て１通１通オファーを丁寧に書くこと、動き出しを早めにすることを意識することで、承諾率が高まり、より

多くの学生と出会える可能性が高まります。

24卒の特徴

　いよいよ24卒の本格的な就職活動が始まりました。それに合わせて、24卒における就活の動き方の特徴を把握しておくことが

重要になります。24卒の多くの学生は、1、2年生時は授業がオンライン中心であったため、先輩や就活担当教員との関わりが

薄く、就活の温度感があまり高くない学生が多くいます。3月の解禁と同時に、まとまって動き始めるということも少なく、

各々がパラパラと活動を開始し始めるため、企業側で「まだピークの時期ではない」と判断してしまい、気が付いたら採用が全

く進んでいないまま夏になってしまっているということも考えられます。

タイミングを逃さないように、あらかじめ24卒の特徴を理解しておくことが求められています。
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